
美国川河川改修工事説明会

「わが村は美しく - 北海道」運動 「わが村は美しく - 北海道」運動 第 11 回コンクール第 11 回コンクール

場再生活動 』
『『藻

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
地
域
の
魅
力
と
活
力
を

高
め
よ
う
と
す
る
住
民
主
体
の
活
動
が
、
農
山
漁

村
の
振
興
に
寄
与
し
、
自
然
的
・
社
会
的
・
歴
史

的
に
特
徴
あ
る
景
観
を
形
成
し
て
き
た
北
海
道
の

農
山
漁
村
が
よ
り
「
美
し
く
」
次
世
代
に
つ
な
ぐ

こ
と
を
目
指
す
北
海
道
開
発
局
の
歴
史
あ
る
表
彰

で
す
。

11
月
７
日
、
札
幌
市
内
で
の
授
賞
式
に
は
、
白

川
会
長
ら
３
名
が
代
表
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

の実践・普及

　今年度の美国川河川改修

工事の説明会が10月29日、

町総合文化センターで開か

れました。

　道後志総合振興局小樽建

設管理部から、国道美国橋上流右岸（寺町側）の護岸工事と町道（東

浦町内）流雪溝排水樋
ひ も ん

門工事など来年３月までの工事内容や、未着工

の栄町堤防通り町道付替工事計画など令和７年度以降の事業計画の説

明がありました。

　また、河川改修事業計画区域内の一部用地の未処理状況について、

町外者全員の承諾が整っていない状況についての説明がありました。

　町も北海道と協力して、用地処理の早期解決に努めています。

ー　60年越しの懸案課題解決に向けて　ーー　60年越しの懸案課題解決に向けて　ー

ー 北海道開発局長表彰 ／ 地方創生のモデル ー

場再生活動場再生活動場再生活動場再生活動場再生活動場再生活動 』』藻藻 の実践・普及の実践・普及

　

北
海
道
開
発
局
主
催
【
「
わ
が
村
は
美
し
く-

北
海
道
」
運
動

第
11
回
コ
ン
ク
ー
ル
】
で
、

藻
場
の
再
生
活
動
に
取
り
組
む
「
美
国
・
美
し
い
海
づ
く
り
協
議
会
」(

白
川
浩
治
会
長)

／
「
余
別
・
海
Ｈ
Ｕ
Ｇ
く
み
た
い
」(

澤
貴
幸
会
長)

が
全
道
12
団
体
の
優
秀
賞
の
中
か
ら
、

最
高
賞
の
「
大
賞
」
に
選
ば
れ
、
坂
場
武
彦
国
土
交
通
省
北
海
道
開
発
局
長
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

前列左２人目から、中井審査委員長、田代輝さん、小林強太さん、

白川浩治会長、松井町長、坂
ば ん ば

場開発局長

2021 年

第 26 回全国青年・女性漁業者交流大会

【農林水産大臣賞】

令和２年度浜の活力再生プラン

【水産庁長官賞】

2022 年
令和４年度全国過疎地域持続的発展優良事例表彰

【全国過疎地域連盟会長賞】

　

両
協
議
会
は
、
①
廃
棄
物
の
ウ
ニ

殻
を
利
用
し
て
藻
場
を
再
生
し
、
ウ

ニ
の
生
産
量
と
品
質
を
向
上
さ
せ
る

循
環
型
再
生
産
シ
ス
テ
ム
を
実
践
。

②
Ｊ
ブ
ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
Ⓡ
の
認
証

を
受
け
、
販
売
収
入
を
実
践
活
動
へ

還
元
。
③
漁
業
者
・
民
間
企
業
・
行

政
が
連
携
し
た
海
洋
環
境
保
全
の
重

要
性
の
発
信
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
賞
審
査
委
員
会
（
中
井
和
子
委

全　国　受　賞　歴全　国　受　賞　歴

大大
賞賞

員
長
）
か
ら
は
、

「
地
域
資
源
を
活

用
し
た
実
践
活
動

が
、
地
域
の
経
済

波
及
効
果
と
全
国

的
な
普
及
を
先
導

し
、
官
民
連
携
に

よ
る
全
国
の
地
方

創
生
モ
デ
ル
と
し

て
期
待
し
て
い

る
」
と
講
評
が
あ

り
ま
し
た
。
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男
子
ダ
ブ
ル
ス
　
全
国
大
会
出
場
！

男
子
ダ
ブ
ル
ス
　
全
国
大
会
出
場
！

男
子
ダ
ブ
ル
ス
　
全
国
大
会
出
場
！

男
子
ダ
ブ
ル
ス
　
全
国
大
会
出
場
！

「
小
学
生
の
税
に
関
す
る
書
道
展
」

「
小
学
生
の
税
に
関
す
る
書
道
展
」

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
作
品
展
示

作
品
展
示

　

「
税
を
考
え
る
週
間
」（
11
月
11
日
～
17

日
）
の
一
環
で
、
余
市
税
務
署
主
催
の
「
小

学
生
の
税
に
関
す
る
書
道
展
」
と
余
市
地

方
法
人
会
女
性
部
会
主
催
の
「
税
に
関
す

る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
町
内
小
学

校
か
ら
「
書
道
」
22
点
、
「
絵
は
が
き
」

１
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

北
後
志
５
町
村
か
ら
応
募
さ
れ
た
書
道

２
４
９
作
品
か
ら
、
当
町
の
増
山
結ゆ

ず珠
さ

ん（
美
国
小
６
年
）
が
「
余
市
税
務
署
長
賞
」

を
、
長
谷
川
き
い
さ
ん
（
美
国

小
６
年
）
が
「
余
市
地
方
法
人

会
長
賞
」
に
入
選
し
ま
し
た
。

　

各
校
の
応
募
作
品
は
、
11
月

８
日
～
17
日
の
間
、
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

▲長谷川きいさん（美国小６年）

　余市地方法人会長賞

▲増山　結珠さん（美国小６年）

　余市税務署長賞

奮
闘
！

奮
闘
！ 

積
丹
ア
ス
リ
ー
ト
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

積
丹
ア
ス
リ
ー
ト
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

Ｎニ

キ

ジ

ュ

ニ

ア

Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｊ
ｒ(
仁
木
町)

の
一
員
と

し
て
、
仁
木
町
・
古
平
町
・
積
丹
町
の
仲

間
と
切せ

っ

さ

た

く

ま

磋
琢
磨
し
合
う
住
出
潤
汰
さ
ん

(

美
国
小
６
年)

が
、
９
月
14
・
15
日
に

札
幌
市
で
開
か
れ
た
「
な
の
花
薬
局
カ
ッ

プ
第
43
回
北
海
道
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
」
に
お
い
て
６
年
生
以
下
男
子
ダ
ブ

ル
ス
で
３
位
の
成
績
を
収
め
、
全
国
大
会

へ
の
出
場
権
を
手
に
し
ま
し
た
！

　

全
国
大
会
は
、
12
月
24
日
よ
り
兵
庫
県

で
行
わ
れ
、
住
出
さ
ん
は
、
27
日
が
初
戦

で
す
。

　後志社会科研究協議会が主催する研究授業が

10 月４日、日司小学校で行われ、管内の社会科

教員が授業の参観をしました。

　授業は「昔から今へと続くまちづくり」の単元

　　　　積丹町の積丹町の鰊鰊
にしんにしん

漁を教材に漁を教材に

　地域の伝統を次の世代へ　地域の伝統を次の世代へ

で、積丹町が鰊漁で栄

えたまちであることを

捉え、当時の人々の暮

らしの様子や道具につ

いて調べ、地域の発展

に尽くした先人の工夫

や努力を学ぶ内容でし

た。

　この授業は、10 月 25 日に函館市で行われた北

海道社会科研究大会の分科会でも発表され、積丹

町の歩みが全道に紹介されました。

●
大
会
へ
向
け
た
意
気
込
み

「
初
の
全
国
大
会
で
緊
張
し
て
い

ま
す
が
、
２
人
で
気
持
ち
を
ひ
と

つ
に
し
て
良
い
報
告
が
で
き
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。」

▲住出潤汰さん（写真右）※パートナーは町外選手

す
み
で

　じ
ゅ
ん
た
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